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　国際モダンホスピタルショウは、保
健・医療・福祉分野における質の向上、
充実に役立つ機器、製品、システム、
サービスなどを幅広く展示し、最新情報
の発信および情報交流の場を提供する
ことにより、健康福祉社会の発展に寄与
することを目的に、毎年 7 月に開催さ
れ、今年で42回目を迎えました。
　例年どおり来場者数は、今年も 3 日
間の累積で8万人を超え、保健・医療・
福祉分野では国内最大規模の展示会に
なっています。

　今年は開催期間中に、ちょうど大型台
風 11号の進路が、関東地方を通過する
予報と重なり、悪天候の影響が心配され
ていましたが、幸運にも天候に恵まれて
昨年を上回る来場者数となり、同展示会
への期待と関心の高さが伺えました。

◇タブレット端末の医療応用
　いまから 10 年以上も前に、米国で
「エビデンス・カート」と称する看護カー
トを用いて回診を行う構想が、既に実現
化されていました。エビデンス・カート
には、ノートパソコン、スキャナ、スクリー
ンなどを IT 機器を搭載し、膨大なエビ
デンスデータが収載された CD-ROM を

用いて、患者のベッドサイドでの最新の
医療情報に基づく医療処置に利用した
そうです。しかし実際には、カートが大き
すぎたため、ベッドサイドへの持ち込み
は、たった1回で中止となったそうです。
　近年では、iPad や Androidといった
タブレット型端末が大ヒットした影響を
受け、医療現場でも例にもれず、ソリュー
ションの多くがタブレット端末の活用を
テーマにしたものでした。
　一部の「IT 志向の強いドクター」だけ
ではなく、多くの医療従事者が普通に利
用する時代になってきたことがわかりま
す。一昔前では夢の医療システムが、タ
ブレット端末の普及により現場での中心
的存在の時代に入ったと感じられます。
　その他にも、在宅医療などの医療機
関以外の場における診療情報の入力
や、閲覧のための情報端末としての利用
も進んでいます。
　また、手術室に持ち込んで術中ナビ
ゲーションに利用するソリューションの
展示も話題の一つになっています。

　当展示会では、当社の新商品として、
健康診断で利用頂く「タブレット問診シ
ステム」を発表させて頂き、非常に多くの
お客様からご好評をいただきました。

◇労安法改正で注目される「ストレス
チェック制度」
　厚生労働省より労働安全衛生法の改
正が 2015 年 6 月に公布され、改正に
は「事業者に対してのストレスチェック
制度の義務化」が盛り込まれました。
　ストレスチェック制度は、年々、労働者
のメンタル面からくる健康障害が増加す
る傾向にあるため、国が主導となり労働
者のメンタルヘルス不調を未然防止（一
次予防）しようと言う制度のことです。
　実施の内容は、事業者の責任におい
て 1 年に 1 回、労働者へのストレス
チェックを義務化して、個人のストレス
度合や検査の結果を集団毎に統計・分
析を行い、必要に応じて就業上の処置
を講じる事となっています。
　この制度が 2015 年 12 月 1 日から
事業者へ義務化 (*1)される事もあり、当
展示会でもストレスチェック制度に向け
たシステムや受託業務などが数多く出

健康診断データ収集システム
「健診ステーション」

【タブレット問診システム】

　去る 7 月 15 日 ~17 日の 3 日間で東京ビックサイトにて国際モダン
ホスピタルショウ 2015 が開催され、予想を大幅に上回るお客様にご来場
いただき、盛況のうちに終了しました。一般社団法人 日本病院会・日本経営
協会の共催による今年のテーマ「健康・医療・福祉の新時代へ」に相応しく、
時代を反映した最新の機器やソリューションが展示されておりましたので、
開催レポートをご紹介いたします。

『国際モダンホスピタルショウ　
　　　　　 2015開催レポート』

リライトICカードとRFIDマルチリーダ
端末で健診データ収集を自動化！
健診ステーションはリライトICカードを
使用した健診・人間ドック向けデータ収
集システムです。計測データを自動で
ICカードに取り込むため、転記ミスや受
診漏れがなく、人海戦術に頼ったデータ
チェックを解消します。

国際モダンホスピタルショウ

今年のトレンド



東京都新宿区新宿1-8-5 新宿御苑室町ビル　
Tel:03(3352)8522

Tel:029(276)9555

Tel:052(565)9091

Tel:06(6353)5476

Tel:092(441)3638

Fax:03(3352)8579

Fax:029(276)9556

Fax:052(565)9094

Fax:06(6353)6125

Fax:092(441)3639

本 社

日立 営 業 所
名古屋営業所
大阪営業所
福岡営業所

http://www.mars-tohken.co.jp

都合により内容が変更になる場合がありますので、予めご了承下さい。

バックナンバーは弊社ホームページに掲載しております。　　　　　　　　

展されておりました。
　当社も『タブレット問診システム』のノ
ウハウを展開して、タブレットを活用した
ストレスチェックシステムの開発を計画
しております。

　当社ブースでは、全国の健診施設に
てご好評頂いております健診データ自
動化システム『健診ステーション』シリー
ズを中心に出展いたしました。
　加えて、今年は、業界初のUHF 帯 IC
を使った「健診施設向け待ち時間監視
システム ” エスコートナビ こまち ”（参
考出品）」、どなたでも簡単に操作いただ
ける「タブレット問診システム」を発表し
ました。
　当社は、健診施設においても現場業
務の安心・安全と効率化を徹底的に追
及するために、専門の部隊を設け『現場
の声』を、常に製品に反映させるコンセ
プトで開発を行っています。
　当展示会で発表した「エスコートナビ 
こまち」は、“来院いただいたお客様に
効率よく受診いただき、待ち時間による
ストレスを与えたくない。”と言う健診施
設様の声から生まれたパッケージです。

　「エスコートナビ こまち」は、受診者
カードのフォルダ個々に UHF 帯 IC ス
テッカーを貼付け、各診察室におかれて
いる受診者カードを、自動的に一括で読
み取ることができます。
　これにより、“待機人数 ”、“ 現在の待
ち時間 ”、“ 長く待っている受診者 ”、“ 診
察の消化率 ”などが、事務所や案内カウ
ンターに居ながら瞬時に把握でき、効率
的に受診者を誘導する事が可能となる
システムです。
　本製品への詳しいご説明について
は、ヘルスケア営業課までお気軽にお問
い合わせください。

　現在、商品化に向けて最終の調整中
ですので、お寄せいただいたご意見・ご
感想はシステムの標準機能として搭載
できるか検討させて頂きます。

 

　

来る2015年9月16日（水）～18日（金）までの3日間東京ビッグサイトにて開催され
る『第17回自動認識総合展（AUTOID & COMMUNICATION EXPO 2015）』の企業
ブースに今年も出展いたします。

第17回自動認識総合展出展のお知らせ

無料のご招待券は、当社営業担当へお申し付けください。

※1．労働者 50 人未満の事業場については当分の間努力義務となります。

エスコートナビ “こまち ”
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        　　こまち

【 当社出展のご案内 】
今年は新開発のUHF帯RFIDリーダライタや新型NFCリーダライタ端末に加え、バーコード・2次元
コードの枠を超えてOCR/印字品質検証など画像処理機能を搭載した固定式スキャナの新シリーズ
など、新しい製品ラインナップを数多く出展させていただきます。会期までの間、詳細情報は随時本
ページで掲載させていただきますのでご期待ください。RFID、2次元コード・バーコードの業界随一
の製品ラインナップに加え、ICカードリーダライタ内蔵端末やバーコード・2次元コード機器を活用し
て様々な業界の効率アップに貢献する各種ソリューションをご体感いただけるデモンストレーション
をご覧いただきます。
《 組込み装置をお探しの方は必見 》
昨年ご好評いただきました、今期で創立20thを迎える当社グループのマースウインテック社と共同
出展いたします。同社は、近年、セキュリティと利便性の追求から、社会・経済のあらゆる領域で「現金
+ICカード」という運用が確立しておりますが、同社はそのインフラ整備の先駆者として、紙幣識別機・
ICカードリーダライタなど、多彩なアイデアを凝縮した装置組込み用の商品を開発・提供している
メーカーです。　　　　　　　　　

9月号は　9月　8日発行です。

2015年8月号 Vol.123  2015年8月7日発行

株式会社マーストーケンソリューション

編集事務局：03(3352)8545

2015年 9月号は・・・　　

についてです。

『今年の自動認識総合展のみどころ』

株式会社マースウインテック社
WEBサイトへ

MVF-500製品紹介へ

MVF-300製品紹介へ


